
◎　施策の基本情報

1　施策の目指す姿の実現に向けた主な取り組み実績

２　成果指標

３　成果指標の達成状況

達成度 達成状況に関する背景・要因

Ｂ

■成果指標「消費者トラブルに遭わないよう、最新の消費生活情報に関心を寄せている市民の割合」・・・【達成度b】
目標値にはわずかに届かなかったが、昨年度より着実に伸びており、出前講座等積極的な消費者啓発活動が、少しずつ市
民に浸透してきていると考えられる。

実績値

目標値

実績値

目標値

実績値

目標値

55.0 57.5 60.0

実績値 44.6 50.3 52.5 54.3

Ｈ２７ Ｈ２８
(基準年度)

消費者トラブルに遭わ
ないように注意してい
る市民の割合

消費者トラブルに遭わ
ないように注意してい
る市民の割合を示す
指標

出典：市民アンケート(毎年４月実
施)
問：あなたは、日頃なにか防犯対策
を行っていますか？次の中からあて
はまるものをいくつでも選んでくださ
い。
→「消費者トラブルに遭わないよう、
最新の消費生活情報に関心を寄せ
ている」の項目を選択した人の割合
を測定する

％

目標値

(1)日常生活のトラブル防止の意識啓発
　・市民の生活相談を職員がワンストップで対応し、その解決に向けた支援・情報提供等を実施
　・消費者トラブル防止のため、消費者啓発(出前講座)を実施
(2)生活相談体制の充実
　・様々な相談への対応のためには、相談員の技能向上が必要であり、各種研修会への積極的な相談員の派遣を実施
　・法律の専門家(弁護士・司法書士・行政書士)による相談会の開催
　・市民生活相談(人権擁護委員・行政相談委員)の開催
　・金融機関に資金を預託し、金融機関からの融資をもとに、信用生協による多重債務者の債務整理生活再建の支援

成果指標名
成果指標設定の考え方

（なぜ、この指標で成果を測ることにしたの

か）

成果指標の測定企画

（どのように実績を把握するのか）
単位

数値
区分

Ｈ２３ Ｈ２４
Ｈ２５

Ｈ２６

施　策　評　価　シ　ー　ト　（ 平 成 ２ ６ 年 度 実 績 評 価 ） 

安全・安心な日常生活を送って
います

施策
主管課

市民生活総合相談センター
施策主管
課長名

佐々木　正晴政策№ 2-4 政策名

施策№ 1 施策名 生活相談の充実
施策の

目指す姿
日常生活の悩みや問題が少
なくなっています

総
合
計
画
中
期
プ
ラ
ン

現状と課題

日常生活の安全
確保

政策の
目指す姿

・ＩＣＴの普及によるインターネット上のトラブルが増加の傾向にあるほか、消費者トラブルに巻き込まれ、財産を失ったり健康
を損ねてしまう場合があります。
・職場、地域、近隣、家族間等の暮らしの中で起きる問題や悩み事の相談内容が多岐にわたっています。

関係課名
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４　施策を構成する事務事業一覧

５　施策を構成する事務事業の検証

６　施策の総合的な評価

（①市民ニーズや市の関与の必要性が低下した事業、②投入コストのわりに成果が低い事業、③施策への貢献度の低い事業はないか）

（施策の目標を達成するため、さらに成果の向上を図る事業はないか）

（新たに取り組むべき事業はないか）

３ ・専門家相談会の開催（弁護士 24回 １６９人　・司法書士 15回 ６９人　・行政書士 ８回 8人）
・消費者救済資金預託金（債務整理資金 43,000千円、生活再建資金 27,000千円）

４　

番
号

２

１

市民生活総合相談センター

・消費生活相談員による相談（受付件数1,406件）

（課題）
・消費生活講座のうち、予定していたふれあい昼食会を利用した消費生活講座及び消費者セミナーの参加者が振るわず、開催の手法等に
工夫が必要と考えられる。
・専門家相談会のうち、行政書士法律相談の相談件数が低調となっている。

（今後の方向性）
・地域や団体からの依頼で開催する出前講座のほかに、各地域に出向き積極的な啓発が出来るよう、生涯学習部や各総合支所と連携し、各
振興センターで開催する生涯学習の講座などを利用して、消費生活講座を開催する。
・生活相談などの際に、行政書士の特性を生かし相談会に繋げる工夫をする。

Ｃ

担当課事務事業名

事業内容（実績）

・出前講座１6回(受講者６２８人）、消費者講座１回（受講者４５人）、消費者セミナー１回（受講者１２人）

消費者トラブル防止啓発事業 市民生活総合相談センター

消費者生活相談体制整備事業

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｃ

施策への貢献度

直結度 成果

専門家相談会開設事業 市民生活総合相談センター

人権啓発活動事業 市民生活総合相談センター

・人権尊重思想の普及啓発を目的とした人権に係るイベント（講演会）の開催
　（岩手県からの受託事業として、花巻市と北上市が１年交代で開催）
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